GIS及び衛星リモートセンシングを利用した環境微量汚染毒性物質の流域挙動解析モデル構築に関する研究 : 日野川・野洲川・琵琶湖流域を対象として by 佐藤, 圭輔 et al.
GIS及び衛星リモートセンシングを
利用した環境微量汚染毒性物質の
流域挙動解析モデル構築に関する研究
一日野Jr(.野洲JI.麓琶湖流域を対象として一
清水芳久
団s.a.び輔轟ワ宅ー トセンシング在朝摘した
調塘撤盤舟離帯盤鞠置の麗舗瞳融解輔宅ヂル構鑑に関する輔究
一日野JI・野崩JI•麗曹潮流域を対象にしてー
京都大学大学鵬工学研究科 O佐藤圭輔
清水芳久
松井三郎
松田知成
戸
' < 
1.撤畳汚染物質の中でも錘分解性が強いといわれているDXN
を指揮鞠質として遭定（2,3;1,8・TCDD、Co-PCB)
2.撤盤汚染物質は醸水性を有することから、浮遊懸濁物質（SS)
の付着有構成分として環境水と共に移動
3.環境土壌の微量汚接鞠賀謹度l立、土地被覆｛土地利用）特
性（土壇粒笹分布、国体有機脱最適度など）に依存
4.流増肉の環境土曜は降雨によって流出
5.人工衛星によって、広域かつ定期的な土地被覆や水中濁賀
の状態を針謝（calibra:討onとverifi阻.tion)
1.流場解析モデル
HSPF（アメリカEPA開発）を故良
2.利用デー タ及びパラメー タ
降水量（定点観瀕），水質・斑最観潤情報，樹高．土地利用，植生
3.微量汚染物質の土壌粒子への付着特性
土壇特性（粒笹分布．国体有樋脱難）の澗定費験
バイオアッセイを用いたダイオキシン頚TEQ溜鹿の潤定費験
4. GIS，衛星データ等の空間情報解析ソフト
ArcVi州 ilvcVi側3.1(GIS解析ソフト）
PCI（リモー トセンシング解析ソフト）
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背農：
O微量有扱汚銭湯性物質（以下、微量汚縫物質）による灘績への畿管
0 豊富琶溜鹿賀からダイオキシン瓢（D~母、多環3聖書銀総化水紫顛（PAi'旬｝な
ど検出
。一般に微量汚錬物質lま鑓分解性、隙水性
。術患やGISなどによる流線環筑情報の利便性が向上
0 野洲JI（流域には広大な水慣があり、環繊情績が盤っている
自的：
0 If洲川流布告を対象にして徹量汚S染物質の涜婿内拳織を解明
。琵琶湖涜減を対象にして本手法の怠間的な拡張性、普遜性を検討
野洲川流域の現地調査（今年度4由実施〉
サンプル
各土地剥用の寝店之君臨（海林、
婦、水回．市街地、ゴルフ場）
If湖Il及び.入:lJIのJI賀
型！！主
調定寝圃
土調臨及びJI貨のダイオキシン嫁TEQ温度
土壇及び底貨の聞休有徳島担来温鹿
各サンプルの粒.分衛
河Jlljl水中のssi量底
一銭水質項目の現培潟定
0 土地利用別の国体有機蹴蕪灘度は、森林・
畑が非常に高い（璽盤比で～25%）のに対して、
水聞や市街地などは低い（～4~も）、態貿も抵い
O 森林や水田は小さい粒子が多い
0 粒径が小さい程、間体有機炭棄の盤盤%濃
度が指数関数的に高い
0 土地利用別のDXN-TEQ濃度は森林や水田
で比較的高い値を検出したものの、粒徒による
濃度の濃いは見られなかった
